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土肥いつき
京都の公立高校教員。24時間一人パレード
状態のトランス女性。趣味の交流会運営で
右往左往する日々を送っている。

土肥いつき
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第２回

　教員になって４年目のある日、授業を担当している
クラスにいる N という在日の生徒に「上履きに書い
てある名前、きみの本名？」と声をかけました。それ
は、教員になってはじめて在日の生徒に声をかけた瞬
間でした。
　大学時代、キリスト教の教会の先輩から「教員にな
るんだったら在日の子とかかわれ」と言われていまし
た。しかし、いざ教員になってみると「かかわるって
何？」状態が続いていました。なんの関係もないのに
いきなり「きみ、在日やんな」なんていう会話ができ
るはずもありません。かかわらなきゃならないけど、
声をかけることすらできない。そんな悶々とした日々
が３年続き、４年目にようやく在日の子がいるクラス
を担当することができたのです。
　その声かけ以来、通名を名のってる N に本名をう
ながしてみたり、家庭訪問をしてアボジやオモニと話
をしたりというつきあいがはじまりました。しかし、
そのかかわりは、最終的に N から関係を切られてし
まうような中途半端なものでした。それ以来、かかわ
る限りは、その子の一生を面倒みるくらいの覚悟でな
きゃならないと思うようになりました。
　N が卒業した翌年、今度は R という在日の生徒を
担任しました。R と一緒に在日の子が集まる社会科学
研究部というクラブをつくったり、家庭訪問に行って
焼肉を食べさせてもらったり、それなりのかかわりを
していたつもりでした。しかし R も担任からはずれ
た翌年には関係が切れてしまいました。いったい自分
の何がダメだったのか、真剣に悩みました。
　それでも新しい生徒は入ってきます。R の卒業と入
れ替わりに S という在日の生徒が入学して、わたし
は担任をすることになりました。S をクラブに誘った
はいいけど、何をやろうと思いました。ハングルの勉
強も歴史の勉強も、大切だけどあまりおもしろくあり
ません。そこで思いついたのがチャンゴでした。チャ
ンゴはひとりではできません。日本人の子も含めてい
ろんな生徒に声をかけて、10 人ほどのクラブになり

ました。当時チャンゴを叩いてる高校生は京都では珍
しく、これをきっかけに他校の生徒とのつながりがで
きました。このつながりが、S の卒業後、京都在日外
国人生徒交流会の立ち上げへとつながりました。1994
年のことです。
　交流会をはじめた当初、「交流会を主催する以上、
自分が生徒を連れていかねば」と、必死で在日の生徒
を誘っていました。しかし、そんな誘い方をしても生
徒が来るわけがありません。生徒が来ないと焦りま
す。焦って生徒を誘っても来てくれません。悪循環で
した。そんなわたしを見て、一緒に交流会をしている
教員が「交流会という場をつくってくれてるんやか
ら、ええやん」と言ってくれました。いつしか、「交
流会を続けるだけで OK、誘った生徒が来てくれたら
ラッキー」というスタンスに変わりました。

交流会は思わぬ出会いをもたらします。例えば、T
という日本とロシアのダブルの生徒が参加したことが
あります。中国帰国生徒の Y の「家の中は中国。ドア
を開けたら日本」という話を聞き、T は「そうそうそ
う、一緒一緒！　自分も家の中はロシアで、ドアを開
けたら、日本」とうれしそうな顔を見せてくれました。
　かつて「この子らの面倒、一生みなきゃ」と思って
いたわたしは、いつの頃からか「小石になればいいや」
と思うようになりました。「面倒、一生みなきゃ」な
んていう大きな石は、子どもたちはよけていきます。
小石の持ち味はフットワークの軽さです。子どもが歩
いている前に、気づかないうちにチョロチョロっと出
ます。生徒は「わたし」という小石をけとばしてちょ
っとよろけます。でも、「おっとっと」とバランスを
もどした時、ほんの少しだけそれまでとは違う方向へ
と歩みを進めます。すると、それまでの歩みでは出会
えなかった「誰か」と出会います。その誰かとの出会
いは、きっと次の出会いへとつながっていきます。
　わたしの役目は、子どもたちが自らの力で誰かと出
会っていく、その最初のきっかけづくりでいい。そん
なことを思いながら、今も交流会を続けています。

「小石になりたい」


